
昭和52年度（問　題）

〔午前の部〕

1．m年払込終身保険（保険金期末払）で，契約後n年までの間に死亡した場合には死

亡した年度の期末責任準備金を加算して支払う保険の，年払平準純保険料を求めよ。

2．次の結婚死亡表の記号を用いて，各問の率を求める算式を記せ。

ω

‘2〕π歳の独身男子の死亡率

13〕エ歳の独身男子の結婚率

14〕π歳の独身男子の中央死亡率

15〕π歳の独身男子の中央結婚率

3．α司を既知としてその利率4を求めたい。年金現価表によるとα河に最も近い年金

現価はα’司でありその利率は〆である。このとき，つは次の式で近似されることを
　　　　　　　　　　　　　　　1　　ユ
証明せよ。　　　　　　　　　一■丁
　　　　　　　同’十1’1千r一一
　　　　　　　　　　　　α’可　（1＋〆）蜆十，（o’珂）2

〔午後の部〕

4．契約時年齢エ歳の被保険者が，保険期間中に死亡したときは，年金受取人（契約時

年齢V歳）に年金額を1とするm年保証終身年金を支払い，また保険期間満了時まで

生存したときは既払込純保険料合計額を支払う保険期間n年の保険がある。

は〕年払平準純保険料を求めよ。

12〕　サ年経過時の純保険料式責任準備金を求めよ。

5一予定死亡率を変更しないで予定利率を引きょげたとき，普通終身保険（保険金期末

払）の年払純保険料は低下することを示せ。ただし，予定死亡率は年島の増加ととも

　に単調に増加するものとする。

エ歳における生存数 エ歳とπ十1歳問における減少数年齢”

独身男子数

@（〃）、

有妻男子数

@（m4）。

独身男子

?S数@（〃）。
独身男子

牛･数@（5m）。
有妻男子

?S数@（md）、

π歳の独身男子が未婚のままでエ十1歳まで　　しない率
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　　　　　　　　　　　昭和52年度（解答例）

1．エ歳加入としたときの求める年払平準純保険料をP，とし，第。保険年度末保険料

積立金を〃。とすると，Fack1erの再帰方程式により，

　　　（〃工十戸。）・（1＋づ）㍉。篶十σ竹ピ｛（1＋川γ。）r．1γ、｝

　　　　　　　　　　　　＝川γ。十σ用　　　　（チ＜n）　…・………一・・…・・…　ω

　　ここに，｛は予定利率，σ、。Iはエ十’歳の予定死亡率である。

　11〕の両辺に（1＋｛）制一ト1を乗じて≠三0からチ：n一ユまで辺々加えると，

　　　”一一　　　・　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”一1　　　　　一

　　　　Σ（〃，十P、）・（1＋～）π■’＝Σ（川γエ十9工。。）・（1＋4）吊一H
　　　’邊。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛＝o

　これを変形すると，

　　　“一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　π一1
　　　　Σ〃工．（エ十’）π■’十戸工。Σ（1＋’）皿イ

　　　’自。　　　　　　　　　　　　　　　　　’！o

　　　　　　　　　　　”一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制一I
　　　　　　　　　　，Σ。、1ク、・（ユ十’）吊一（’十］〕十Σ9、十ピ（ユ十ゴ）”一’I1

　　　　　　　　　　　’一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＝o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω一1　しかるに，oク、：0，皿アユ土λ、十制であるから　Σo川物＝M’，とおくと，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止呈r

　　　P、・抽：・λ，・。十（1＋4）川・（〃’パM’用）

　　　　　一　　　1　　　　　戸。＝一｛ん州十（1＋圭）川・（M’、一M’。。，）｝
　　　　　　　　ぎ司

　　　　　（〃）州　　　　　（〃），　　　　　　　（δm）工
2．　｛1〕　1一　　　　　　　　　　｛2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3｝

　　　　　　（〃），　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　（〃）r一（5m），　　　　（〃）。一一（κ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　（κ）。　　　　　　　　　　　（5m）、
　14〕　　　　　　　　　　　　　　　　15〕
　　　　　　　1　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　1
　　　　（〃），一一（5d），一一（5m）、　　　（〃）”一一（ろ6）、一一（とm），
　　　　　　　2　　　　2　　　　　　　　　　　　　2　　　　　2

　　　　　　1　　　　　　　　　　　1一〆
3、　／（2）二一とおくと，o司＝　　　　であるから，
　　　　　　○司　　　　　　　　’

　　　用一（、三、ト㌣壬衰1；グ1）（ロプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一108一



　　　　　　i一が一｛・（一n・〃＾一）（一〆）　1一〆一n・ゴ・〆十i
　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　11〕
　　　　　　　　　（11＾）2　　　　　（1一〆）2

いま，　ゴ土4’十〃とすると，　〃は微小なので次の式が成り立つ。

　∫（1）≒ル’）十∫’（ゲ）・〃…　　　　　　　　　　　　12〕

　　　　　　　1　　　　！　　　　　　　　　　　！他方，　／（一’）＝一アー＝　　’　より，1イ“三　　　　であるからωより，
　　　　　　○司　11冊　　　　　　／（ゲ）

プ（〆）・・
／（〆）1・〆肘ソ（4’）2

13〕

ル’）2

｛2〕，③より，

　　　1　　　　　　　　　　　　／（’）一／（〆）
〃≒　　　　（∫（タ）一∫（ゲ））土〆・
　　／’（4’）　　　　　　　ル’）一・・〆川ノI（〆）2

　　　　　　　　　　1　　　1

　　　　一〆一＿＿＿！ユ＿＿＿＿
　　　　　　　1　　　　　　　n
　　　　　　　o’司　（！＋ゲ）川・（α’司）2

　したがって，

　　　4三ゴ’十〃

　　　　　　　　　　　1　　　　1

　　　　　。　。　　　　　o司　　o司　　　1・1ゴ十ゴ・
　　　　　　　　　ユ　　　　　　　n
　　　　　　　　o’列　　（1＋ゲ）州・（o’司）2

4．被保険者が死亡したときに支払う年金が，死亡年度の年度末に支払開始されるもの

とする。死亡時に即時に開始されるものとした場合も同様に考えればよい。

ω　求める保険料を戸とすれば，収支相等の原則から，

・㌔㌦一士｛Σ1（・｛勿市）い・舳一｝

　　　　　　　　　　掘一I－P・（M，一M，州一n0，。”）＝Σ（6新1＋（ユ十｛）’・㎜十’■ら）・C，刊

　　　　　　　　　　’＝o

　　＾一1　　Σ（4刷十（1＋ゴ）’・㎜。’■4）・C、吋

戸＝H　　　　MジーMi｝一nD！州
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　　　ここに，’は予定利率を表わす。

12〕　i）保険料払込中

〃一｛言（・司・（川）グ州｛）・㌫1・…山｝凧利一・・ん岬

　　　五）年金支払開始後

　　　　　第〆保険年度に被保険者が死亡したとし，　〆＝ト〆とおくと，

　　　1イ〕O≦〆≦mのとき，

　　　　　　〃＝6マ十｛・閉一。・16州

　　　　　　　　＝67＋（1＋4）’・㎜一’・14

　　　｛口〕mくゲのとき，

　　　　　　’ト6州

5．予定利率をゴとすると，エ歳加入の年払純保険料戸、および第i保険年度来保険

料積立金〃，は，次の再帰方程式をみたす。

　　　（〃、十B）’（1＋｛）＝（11州）’。1γ工十σ工。’　’’II一．．……．．．’’’．．I．’I．．II’…一一．ω

　予定利率を4から4＋〃　に引き上げたときの年払純保険料，第オ保険年度末保険

料積立金をそれぞれp、十〃，〃，十一γ’とすれば，同様に，

　　　（〃工十〃。十戸、十〃）（1斗＾∠’）＝（1一σ、。’）I（’。1γ、十〃。1）十σ、。ジ・‘2〕

が成立する。

　‘2〕式よりω式を引くと，

　　　　（〃’十∠戸）・（1＋’）十（〃，十〃’十P、十∠P）・∠’＝（1一σ，。’）・〃’。1

　　　　　（∠”十∠P）・（1＋ゴ）一（1一仏十f）・∠γ叶1＝一（’γ■十∠γ’十P工十∠ρ）・〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13〕

　13〕式の左辺に〃用を乗じ，　オ巴Oからオ＝ω一πまで加えると，

　　　冨｛（〃・〃）山一計・・ル付・〃・1｝

　　血一工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω一i

　土Σ（∠γジD五十。一∠γ川・D，、川）十∠P・ΣD，十’
　　’！o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’自。

竈〃・M。　　（I・〃。＝〃ω。1＝0）

よって，

　　　　　　　　　ω一！　　∠戸・M工＝一〃・Σ〃D用・（〃。十∠γ’十P∬ヰ∠P）
　　　　　　　　　’＝o
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14〕



｛2〕式より

’γオ十∠γ’十一P！十∠P＝
9，十’十（1－4、。’）・（川γ■十∠γ川）

1＋’十〃
＞0

よって14〕式により〃くO
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